






要約:小児肥満と脂肪肝、高脂血症との関係を調べる目的で、肥満小児における脂肪肝と血

清脂質レベルの検討、および高脂血症を有する高校生の乳幼児期・学童期の肥満歴の検討

を行った。その結果、1.肥満度が大きいほど脂肪肝陽性率が高い。2.脂肪肝を有する者で

は血清脂質が高く、血清肝逸脱酵素の値が高い。3.肥満度が同じであっても脂肪肝を有す

るものでは血清脂質レベルが高い。4.高脂血症を有する高校生では肥満の頻度が高く、ま

た学童期の肥満歴のあるものが多いことが示された。 


